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＜授業づくりのポイント２－１＞

ねらいからまとめまでの整合性を図り、子どもの思考を大切にしながら、
目指す子どもの姿と手立てを明確にした授業の設計

☆指導構想の整合性は？

学習指導要領から単元の学習内容や育てたい資質・能力を明らかに
する。それを教科に応じた観点で表し単元の目標を明確にする。

単元のねらいと関連させて目指す子どもの姿と主な手立てを示す。
〈例〉「～（学習内容）～について、～（手立て）～により、

～（目指す子どもの姿）～することができる。」

本時の目標と直結し、子どもにとって学ぶ必然性のある課題
を設定する。

学習課題を解決するための 学習活動・内容及びそ
の手立てを位置付ける。

本時の目標について評価する。具体的な子ど
もの姿を明確にした評価規準を作成する。

本時の課題に対するまとめを明確にする。

☆本時のめざす姿を具現するための手立てとは？
◆本単元に関する実態把握を的確に！

＜手立てが必要な場面＞ ＜手立ての例＞

本時の課題

学習活動・内容

手立て

教材観、児童生徒観から子
どもたちに身に付けさせたい
資質・能力・態度は何かをとら
えます。

これを身に付けさせるために
どんな方法を用いるのか、

それが手立てです。

学習評価

まとめ

授業に生きる多面的な実態把握
○ 学力の実態
○ 既習事項の定着の程度
○ 子どもの生活経験
○ 本単元で生かしたい子どものよさ
○ 本単元で克服したい課題
○ 問題解決を図るために必要な知識

や技能、表現力や態度
○ 興味・関心
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＜導入＞

A 学習課題の設定

B 課題解決の見通し

＜展開＞

C 課題解決能力を伸ばす個に
応じた働きかけ
（自力解決）

D 思考の「共有」と「吟味」
（学び合い）

＜終末＞

E 学習を振り返る活動

＜導入＞

○ 意欲を高める課題設定

A 具体物（実物）の活用

A 実演の提示

A ICTの活用

○ 既習内容を活用した課題設定

A 体験活動の活用（見学や取材活動等）

A 統計、写真等の資料の活用

A 既習の振り返りから未習へ

○ 課題解決の見通し

B 既習内容や既有経験の活用

B 答えの見当

＜展開＞

C 座席表等を活用した見取り

C つまずきに応じた支援

CD 考えの交流を図る学習形態（ペア、小グループ等）

D 子どもの思考を促す発問

D 子どもの考えや発言をつなぐ教師のコーディネート

D 子どもの発言を生かした構造的な板書の活用

＜終末＞

E 目標の達成状況をみる適用問題

E キーワードや板書を活用した本時のまとめ

E 自己評価表の活用や視点を明確にした学習感想の記入

単元のねらい

【手立ての基本型】

～（具体的手立て）～
により

～（目指す姿）～
ようにする

（P.６参照）

本時の目標


